
（参考様式）（第11条・第13条関係） 

 

事業基本計画説明状況書 

2025年 1月 16日作成  

事業者の住所・氏名 

（法人にあって、主たる事務所の所

在地、名称及び代表者の氏名） 

埼玉県秩父郡皆野町三沢２８２４ 

株式会社ＥＭＡＣ 代表取締役 山口 典男 

事業太陽光発電施設の設置の場所 
 佐久市内山5779-1、5783 

（設備ID  AK00050C20     ） 

説明会開催についての周知の方法と

その範囲 

回覧板による通知 

佐久市内山地区 

説
明
会
の
概
要 

日時 2024 年 11 月 30 日（土）  13:00～ 

場所 佐久市内山  内山集会所 

参加者数 8名 

説明を行った者の氏名（法人

にあっては、氏名及び役職名 
クリアサン合同会社 代表社員 清水 理司 

 注１ 説明会を２回以上開催した場合は、説明会ごとに作成すること。 

（添付資料）１ 説明会で配布した説明資料 

      ２ 説明会で説明した内容、参加者の要望及び意見並びにそれらへの回答等につい

て具体的に記載した議事録 

 



設置住所： 佐久市内山５７７９－１、５７８３
地図検索住所：佐久市内山５７９１



設置住所： 佐久市内山５７７９－１、５７８３
地図検索住所：佐久市内山５７９１



設置住所： 佐久市内山５７７９－１、５７８３
地図検索住所：佐久市内山５７９１



設置住所： 佐久市内山５７７９－１、５７８３
地図検索住所：佐久市内山５７９１



工事車両の運行計画



現況写真： 長野県佐久市内山５７７９－１、５７８３



現況写真： 長野県佐久市内山５７７９－１、５７８３



施工方法： 長野県佐久市内山５７７９－１、５７８３

１ 墨出し、位置出し

２ スパイラル杭 杭打ち

３ 雨水防災対策 素掘り側溝施工 幅0.9m×高さ0.4m×長さ75m

４ 雨水防災対策 防災小堤施工 幅0.9m×高さ0.4m ×長さ75m

５ アルミ製 架台組み

６ 太陽光パネル 架台へ設置

７ 電気配線工事

８ パワーコンディショナ、集電箱設置、中電引き込み1号柱ポール設置

９ 敷地外周へ高さ1.5mフェンス設置 (支柱ポール1m地面打込み)



素掘り側溝 防災小堤 フェンス 横断図

フェンス(茶色)

1500m
m

1000m
m

素掘り側溝

400mm

40
0m

m

250mm

40
0m

m

900mm

900mm

250mm
防災小堤

400mm



1
0
0
0
m

1
5
0
0
m

3200mm

フェンス

境界

(官民界)

佐久市内山５７７９－１、５７８３ 縦断図

1
0
0
0
m

1
5
0
0
m

フェンス

杭打ち込み 杭打ち込み

境界
(官民界)

←北側（山側） 南側（谷側）→

備考：水の流れは北(山側)から南となるので、素掘り側溝は北側、防災小堤は南側に設置致します
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注意：製品を使用および設置する前に必ず安全および設置に関する取扱説明書をお読みください。

© 2024 Jinkosolar 版権所有。

本データシートに記載された仕様は予告なく変更されることがあります。

























■必要調節容量(最大値)の試算

4.686 V＝（ri-Fc-rc/2)×60×A×ti×f×1/360

100.259 ri 降雨強度（mm/h）

63.347 Fc 設計浸透強度(mm/h)

0 rc 許容放流量に相当する降雨強度（mm/h）※今回は放流を行わないので、“０”

0.1107 A 集水面積（ha）

13 ti 継続時間（min）

0.529 f 敷地全体の流水係数（種別ごとに算出した流出係数を全体面積で除算）

■Fc（設計浸透強度）

63.347 Fc=R/（A×10）

70.125 R=設計浸透量（㎥/h) ※雨水計算書の”３ 施設の設置”内の浸透処理量

0.1107 A＝集水面積（ha）

■浸透施設の空隙貯留量

19.5 S＝v×L

0.26 v 単位空隙貯留量（㎥/h/m)→側溝内で貯留できる水量（１ｍあたり）

75 L 浸透施設の長さ

0.26 v（単位空隙貯留量）

v=（H×W×1（浸透施設の単位長さあたりの体積））-有孔管の単位長さ当たりの体積）×空隙率（％）

※空隙率は、砕石等の充填物は使用しないため、100％

■計算結果

継続時間 13 分の必要調節容量が最大値となり、Sの貯留量内で収まりました。

4.686 Vの最大数値 13 継続時間(m)
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